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員会（Commission de la dépopulation）」によってまとめられた『死亡率の原因に関する総合的報告』
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（médecine-inspecteur des écoles）、アカデミー役員という肩書きをもつルカプラン博士（ le Dr 
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弱（demi - infirmités）を見つけ出すことが「退化との闘い（contre la dégénérescence）」という文脈に
おいて論じられている23。20 世紀初頭のフランスにおいて「人口減退」と「退化」は、ともに連動
し合いながら言説空間を構成し、教育の衛生化を推し進める原動力となった。こうした教育の衛生
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Ⅳ. A. ビネーの子ども観と疲労問題 
1.「退化」の問題 
第 3回学校衛生国際会議の議事録には第 9分科会「学校衛生との関係における教育課程と教育方


























る年齢の子どもが平均的に成功する検査を「知能尺度（échelle métrique de l’ intelligence）」として設
定するというのがビネー知能検査の要諦である。そこには「子どもの年齢はその発達と関係してい
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  「貧困にして悲惨な階級は、身体的退化のしるし（signes de dégénérescence physique）を示すば
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第 3 回学校衛生国際会議に参加した L. デュフェステルは医学博士でありパリの学校監察医
（médecine-inspecteur des écoles）でもあった。この国際会議の前年（1909年）に彼が上梓した『学
校衛生』37という著作は 20世紀初頭フランスの学校衛生論の概要を知る際のひとつの重要な手がか
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りとなろう。同書にも子どもの「疲労（fatigue）」問題が取り上げられている。 
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本稿では、20 世紀初頭フランスの学校衛生論における子どもの疲労問題に関して、まず 1910 年
の第 3回学校衛生国際会議に参加したフランスの医師ルカプランの報告講演「学校的な過労」を素
材として検討し、ルカプランも提言した学校の医療監察体制の確立に関わって、「人口減退に関する
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Ⅰ．はじめに 
中国は，環境問題の解決，世界役割の変換，中国式共産主義道の開拓，先進国のもつ諸課題に対
する予防といった多くの課題に直面し，担い手である若者世代に，生き抜く力や創造力，問題解決
力を求めている。しかし，これらの力は，受験教育により弱まっている現状にあることから，2001
年に，主体性・創造性・実践能力を伸ばす「素質教育1」への転換が図られた。その重要施策の一つ
として，小学校３年生から高校まで「総合実践活動」という必修課程が設置された。
しかし，この「総合実践活動」は，設置されて 15 年以上経ったにもかかわらず，主旨通りに実施
されておらず，形骸化している感がある。中央教育科学研究所（2010）は，現場は「総合実践活動」
への理解不足により，その意義を見出していないことが重要な原因であると指摘した。加えて，「総
合実践活動」に関する研究のおよそ６割の論文は，活動の評価や開発を主題としている。現状と問
題に関する調査や論文は 30％程度であるが，理論的根拠の弱さが指摘されている（殷偉，2012）。
つまり，「総合実践活動」の理論研究に先立って実践研究が進められていることから，現場では
「総合実践活動」の教育的意義が依然として曖昧であることも事実であり，その把握の如何によっ
ては，進むべき方途を見誤る可能性さえあるといえる。現状と問題を把握することは，「総合実践
活動」の更なる実施を促すことは否定できないが，十分に「総合実践活動」の意義を説明できるも
のではないと考える。それゆえ，本稿では「総合実践活動」のもつ教育的意義を明確にしたい。
そのため，まず，設置背景や指導綱要（いわゆる指導要領）などの文献によって規定されている
「総合実践活動」の意味と価値を明らかにする。主に『基礎教育課程改革綱要（試行）』，『総合実践
活動指導綱要（３～６学年）』，『総合実践活動指導綱要（７～９学年）』，『全日制普通高級中学課程
計画（実験修訂稿）』，『普通高中課程方案（実験）』といった中国政府相関機関から出された文献，
専門領域の研究者の著作や教員養成テキストを参考とし，国から求められる「総合実践活動」の目
標，学習内容・方法と特徴，意義および設置背景をまとめる。 
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